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年
頭
あ
い
さ
つ

謹
賀
新
年

　

本
市
は
、
合
併
後
５
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。「
渋
川
市
総
合
計
画
」

を
基
本
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
な
が
ら
、
財
政
健
全
化
を
目

指
す
所
存
で
す
。
そ
し
て
、
私
自
身
が
、

渋
川
市
株
式
会
社
の
代
表
の
気
持
ち
で
無

駄
を
無
く
す
努
力
を
す
る
と
と
も
に
地
域

産
業
の
振
興
の
た
め
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
や
福
祉
の
充

実
を
図
る
べ
く
財
源
確
保
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

　

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
考
え
を
実
行
す

る
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
経
済
面
で
百
年
に
一
度
の
不

況
、
国
政
で
は
政
権
交
代
、
本
市
で
は
前

市
長
木
暮
治
一
氏
の
急
逝
と
激
動
の
一
年

で
し
た
。
今
年
も
、
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル

が
ひ
そ
か
に
進
む
中
、
円
高
、
雇
用
不
安

と
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
嘆
い
て
も
仕
方
が
な
い
こ
と

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
総
参
加
に
よ
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
職
員

が
創
造
と
知
恵
と
工
夫
を
出
し
合
い
汗
を

流
し
、元
気
な
渋
川
市
を
つ
く
る
た
め
に
、

目
標
に
向
か
っ
て
団
結
し
た
な
ら
ば
、
こ

の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
明
る
い
光

が
見
え
て
く
る
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
と
と
も
に

元
気
な〝
ま
ち
〞づ
く
り

市長  阿久津貞司

希望に輝く 上白井小学校６年生の皆さん
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年
頭
あ
い
さ
つ

要
の
収
縮
等
に
よ
る
雇
用
情
勢
の
悪
化
や

デ
フ
レ
傾
向
に
あ
り
、
国
は
早
急
な
金

融
・
雇
用
対
策
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
市
政
に
邁ま

い

進し
ん

さ
れ
た
故
木
暮

前
市
長
の
遺
志
を
受
け
継
が
れ
市
民
主
体

の
行
政
へ
と
阿
久
津
市
政
が
発
足
、
合
併

節
目
の
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
ら
な

る
市
の
一
体
化
に
向
け
た
諸
施
策
を
着
実

に
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
実
現
の
た

め
に
、
市
議
会
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割

と
責
任
を
も
っ
て
適
切
な
議
会
運
営
と
活

動
の
活
性
化
を
図
り
、
全
力
で
取
り
組
む

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
市
議
会

を
代
表
し
て
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
野
球
の
世
界
一
を
決
定
す
る

Ｗダ
ブ
リ
ュ
ー
ビ
ー
シ
ー

Ｂ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
、
日
本
の
２
連
覇
達

成
の
快
挙
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
一
方
、「
年
越
し
派
遣
村
」
で

幕
を
開
け
、
さ
ら
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
世
界
的
大
流
行
し
、
今
な
お
感
染
が

拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
。　
　

　

国
に
お
い
て
は
、
未
曾
有
の
経
済
危
機

か
ら
定
額
給
付
金
や
高
速
道
路
料
金
値
下

げ
断
行
な
ど
、
相
次
い
で
経
済
対
策
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
歴
史
的
な
政
権

交
代
を
成
し
た
民
主
党
の
新
価
値
創
造
の

公
約
で
、
特
に
国
の
新
予
算
編
成
に
向
け

行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分
け
作
業

が
執
行
さ
れ
、
そ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
日
本
経
済
は
、
需

よ
り
良
い
ま
ち
の

実
現
に
む
け
全
力
投
球

市議会議長  新井 晟久

笑顔輝く 南雲小学校６年生の皆さん

今
年
の
干
支
は
「
寅
」。
寅
年
生
ま
れ
の

児
童
が
含
ま
れ
た
、
元
気
で
明
る
い
小
学

６
年
生
に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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特集：21年度市民ふれあい議会

私
た
ち
は
、

こ
う
考
え
ま
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

　

合
併
前(

平
成
17
年
度)

と
合
併
後(

平

成
20
年
度)

の
人
件
費
を
比
較
す
る
と
、

総
合
病
院
を
除
く
一
般
職
と
特
別
職
を
合

計
し
た
人
件
費
削
減
額
は
約
５
億
７
、
６

０
０
万
円(

61
人
の
減)

、
議
員
は
約
２

億
円(

62
人
の
減)

、
農
業
委
員
や
各
種

審
議
会
委
員
は
約
６
、
７
０
０
万
円(

１
、

２
６
９
人
の
減)

と
な
り
、
合
計
で
約
８
億

４
、３
０
０
万
円
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
渋
川
市
総
合
計
画
」
に
掲
げ

た
個
々
の
事
業
実
施
に
向
け
、
計
画
期
間

で
あ
る
10
年
間
の
中
長
期
的
な
財
政
推
計

を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
か
つ

重
点
的
に
配
分
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
子
育
て

支
援
対
策
と
し
て
の
幼
稚
園
整
備
事
業
の

ほ
か
、
学
校
生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
に

小
・
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
な
ど
を
重
点

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

(

企
画
部)

　

６
市
町
村
に
よ
る
合
併
の
効
果
と
し

て
、
経
費
の
節
減
が
図
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
人
件
費
の
削
減
状
況
と

節
約
さ
れ
た
お
金
が
市
民
の
た
め
に
ど

う
使
わ
れ
た
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 合

併
に
よ
り
節
減
さ
れ
た

金
の
使
い
道
は

議長を務めた石井喜久男さん (吹屋)

質問に答弁する市当局側
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特集：21年度市民ふれあい議会特集：21年度市民ふれあい議会

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
案
な
ど
を
聴
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る

平
成
21
年
度
市
民
ふ
れ
あ
い
議
会
が

10
月
23
日
、北
橘
総
合
支
所
の
旧
村
議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
市
議
会
の
一
般
質
問
の
形
式
で
行
わ
れ

各
自
治
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
14
人
の
ふ
れ
あ
い
議
会
議
員
は

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
立
っ
た
活
発
な

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

石
段
街
周
辺
で
は
、
荷
物
の
積
み
降
ろ

し
に
利
用
す
る
た
め
、
神
社
下
休
憩
所
の

脇
や
防
災
道
路
脇
な
ど
に
、
合
わ
せ
て
９

台
程
度
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
石
段
街
周
辺
は
、
地
形
的
な
こ
と

か
ら
駐
車
場
を
整
備
す
る
た
め
の
用
地
の

確
保
が
難
し
く
、
駐
車
場
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
大
変
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
で
は
、
今
年
度
か

ら
伊
香
保
温
泉
再
生
事
業
に
よ
る
石
段
街

の
延
伸
工
事
に
着
手
し
、
石
段
街
を
新
た

な
伊
香
保
温
泉
の
玄
関
と
し
て
整
備
を
す

る
予
定
で
す
。
石
段
街
に
と
っ
て
、
駐
車

場
の
整
備
は
、
商
業
活
動
や
生
活
利
便
性

の
面
で
必
要
な
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
商

店
街
の
実
情
や
実
態
か
ら
す
る
と
、
ま
ず

は
、
観
光
面
で
効
果
が
期
待
で
き
る
景
観

整
備
に
取
り
組
む
こ
と
が
先
決
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

(

建
設
部)

　

店
舗
兼
住
宅
が
多
い
石
段
街
で
は
、

高
齢
化
が
進
み
、
店
舗
へ
荷
物
を
積
み

降
ろ
す
際
、
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
所
に
３
台
程
度
止
め
ら
れ
る
駐
車
場

整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※掲載する内容は、紙面の都合
により、再質問と再質問の答弁
を割愛してあります。

石
段
街
に
３
台
程
度
の

駐
車
場
の
整
備
を

副議長を務めた真渕智子さん (伊香保町伊香保)

市民ふれあい議会議員・傍聴の皆さん



6

子
ど
も
の
食
育
を
考
え

地
産
地
消
の
推
進
を

　市では、以前から学校栄養士会
において統一メニューの検討を行
ってきたところです。現在、月１
回地場産物を取り入れた給食献立
を実施しています。その料理の一
例を挙げると、市内で生産された
豚肉、こんにゃく、ニラ、みそを
使った「渋川豚汁」があります。
また、この取り組みは、給食だよ
りや当日の校内放送によって、児
童生徒に周知し、市内でさまざま
な食材が生産されていることを知
ってもらっています。
　なお、学校給食は、限られた時
間に大量の調理をしなければなら
ないことから、ある程度品質と規
格がそろった食材が大量に必要と
なります。現在のところ、地場産
の食材は、種類が限られているの
で農協をはじめ関係機関と協議し、
種類を増やしたいと考えています。

　

現
在
の
学
校
給
食
は
、
各
調
理
場
ご

と
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
料
理
を
提
供
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も

た
ち
の
食
育
を
考
え
、
市
全
体
で
地
産

地
消
を
意
識
し
た
学
校
給
食
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

後藤裕子さん
(中郷)

(教育部)

伊
香
保
地
区
の
市
道
整
備

炭
附
街
道
の
拡
張
を

　市では、国のまちづくり交付金
を活用し、伊香保再生事業として、
道路整備についても順次整備を進
めているところです。
　伊香保終点バス停である「バス
ターミナル」から石段街までの道
路は、痛みが激しく観光客が便利
で快適に歩けるとは言い難い状況
にあります。石段街へ通じる路地
の整備につきましては、本年度中
に横手館前の通りを実施します。
なお、三丁目通りを含む路地につ
いても順次整備していく予定です。
　また、炭附街道の拡張工事です
が、その路線は住宅密集地にあり、
多くの建物などの移転が必要とな
ります。関係地権者のご理解とご
協力をいただくには、相当な時間
が必要であることや財政的にも早
期に着工することは難しい路線で
あると考えています。

　

伊
香
保
終
点
バ
ス
停
か
ら
伊
香
保
観

光
の
拠
点
で
あ
る
石
段
街
ま
で
の
道
路

は
、
観
光
客
が
便
利
で
快
適
に
歩
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
整
備
の
進
ち

ょ
く
状
況
と
炭す

み

附つ
け

街
道
の
拡
張
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

細谷秀寿さん
(伊香保町伊香保)

(伊香保総合支所)

庁
用
バ
ス
を
今
ま
で
通
り

使
用
で
き
る
よ
う
に

　赤城地区では、合併以前から自
治会ごとに庁用バスを利用した生
涯学習活動が自主的に実施されて
きました。
　庁用バスは、公務や市が主催す
る事業に使用するために保有して
いますが、公共的団体などの活動
にも使用していただいています。
しかし、公務による使用を優先し
なければならず、限りある車両台
数で対応するためには、ある程度
の制限を設けなければなりません。
　今回、庁用バスの使用に関して
団体などによる使用のすべてにつ
いて対象外としたものではなく、
限られた財産をできるだけ公平に
使用していただくためのルールを
定めたものです。皆さんのご理解
をいただき、今後も、庁用バスを
より有効に活用していただければ
と考えます。

　

赤
城
地
区
で
は
、
年
１
回
庁
用
バ
ス

を
利
用
し
た
生
涯
学
習
活
動
を
実
施
し
、

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年

か
ら
、
そ
の
利
用
が
廃
止
さ
れ
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

石田永
なが

幸
ゆき

さん
(赤城町長井小川田)

(総務部)

特集：21年度市民ふれあい議会
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新
市
の
文
化
を
創
る
た
め

祭
り
な
ど
に
補
助
金
を

　市では、各地区において合併前
から実施している祭りや納涼祭な
どについて、合併前と同様に実行
委員会や自治会に対し、委託金や
補助金として支援しています。ま
た、生涯学習の推進や文化を学び
継承するきっかけづくりのために
出前講座のほか歴史資料館、公民
館で行っている各種教養講座など
を開催しています。
　市では、まちなかに公園が少な
いことから身近な街区公園の整備
と「安全・安心な公園整備」の視
点から老朽化した公園施設の改修
が急務と考えております。吾妻川
公園と大崎緑地公園の連絡道と駐
車場の整備については、現時点で
計画はありませんが、今後は、そ
の必要性、利用状況、緊急性など
を総合的に判断し検討していく必
要があると考えます。

　

市
民
が
そ
の
土
地
の
文
化
を
学
び
、

継
承
す
る
機
会
を
つ
く
る
た
め
、
地
区

の
祭
り
や
地
域
学
習
会
な
ど
に
助
成
金

を
。ま
た
、人
々
が
集
い
や
す
い
吾
妻
川

公
園
や
大
崎
緑
地
公
園
な
ど
の
連
絡
道

や
駐
車
場
整
備
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

唐澤龍
たつ

三
み

さん
(金井)

(教育部・建設部)

渋
川
地
区
の
町
名
表
示
事
業

そ
の
後
の
経
過
は

　新市の発足に伴い、大字表示が
無かった旧渋川町地域をほかの地
区との整合を図るために大字「渋
川」とし、それまで「渋川市○○
番地」だったものが「渋川市渋川
○○番地」という表示になりました。
市では、自治会名を通称町名として、
合併前と同様に合併後も使えるこ
とを周知するとともに、「広報しぶ
かわ」などでも自治会名の表示が
可能なものは表示しています。
　また、関係する自治会から、各
自治会名を大字名にするよう要望
が出ています。市では、この要望
を受け、各自治会名を大字名とし
た場合、市役所の各種台帳などの
変更に要する経費、住所変更に伴
う市民や法人の負担などについて
調査検討を行うため、司法書士な
どによる専門的な委員会を設置す
る予定です。　　　　　(市民部)
※11月24日、町名表示検討委員
会が設置されました。

  

新
市
の
発
足
に
伴
い
「
渋
川
市
渋
川

○
○
番
地
」
の
表
示
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
説
明
会
で
は
「
従
来
ど
お
り
の
町

名
を
復
活
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が

多
数
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
経
過

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

南　守
もり

藏
ぞう

さん
(渋川/並木町)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
は

施
設
利
用
料
金
の
配
慮
を

　公民館の使用料については、今
年４月から全市の公民館の使用料
を「受益と負担の公平」を図り、
「地域間の格差」を解消し、市の
一体性を確保することを目的に極
力低廉な使用料に統一しました。
また、体育施設の減免基準の統一
も図られました。
　ご質問の市民会館については、
市内の福祉ボランティア団体など
が利用する場合には、減免制度を
設けています。減免制度の適用を
受けるには、団体の活動内容が分
かる書類を添付した減免申請書を
市民会館に提出し、事前審査を受
ける必要があります。
　今後も市の公共施設の維持管理
に当たっては、健全運営および負
担の公平などを踏まえ、適正な運
営をしていきたいと考えていま
す。

　

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
公
共
施

設
を
利
用
す
る
際
の
利
用
料
の
減
免
な

ど
に
つ
い
て
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
会
館
の
使
用
料
金
は
、
福

祉
目
的
と
興
行
目
的
の
利
用
料
金
が
同

じ
な
の
で
、見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

中村稔子さん
(有馬)

(教育部・企画部)

特集：21年度市民ふれあい議会特集：21年度市民ふれあい議会
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中
心
市
街
地
の
空
洞
化
に

積
極
的
な
住
宅
対
策
を

　本市では、昨年度策定した「中
心市街地活性化プラン」の具体的
な取組方針により「まちなか居住
の推進」が定められています。計
画では、中心市街地に住宅を建設
する事業者やまちなかへ居住する
人への支援などを検討していくこ
とになっています。
　「中心市街地の活性化」は、市の
総合計画の重点プロジェクトに位
置付けられています。市では、長
期的な視野に立って都市機能が集
積し、まちの顔である中心市街地
を活性化させていこうと積極的な
施策を進めています。
　なお、固定資産税の課税につい
ては、地方税法の規定に基づいて
行っています。特定の地域を限定
した税の軽減措置については、税
の公平の観点から認められていま
せんので、ご理解をお願いします。

　

中
心
市
街
地
で
空
洞
化
現
象
が
進
む

中
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
四
ツ
角
周

辺
に
空
き
地
が
目
立
ち
ま
す
。
若
い
人

を
呼
び
戻
し
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
固

定
資
産
税
の
軽
減
な
ど
、
市
内
に
マ
イ

ホ
ー
ム
が
も
て
る
政
策
を
希
望
し
ま
す
。

上原邦夫さん
(渋川/辰巳町)

(経済部・総務部)

今
後
の
地
域
医
療
と

渋
川
総
合
病
院
の
役
割
は

　市国保診療所の統合は、診療体
制を１カ所に集約し、強化するこ
とで、地域医療の充実と高額な医
療機器の更新など、運営経費の縮
減による効率的な運営を図ること
を目的として行われます。また、
統合による往診範囲の拡大と休診
日の解消、外来診療時間の拡張な
ど、利用者のメリットが期待され
ます。なお、新たな診療所の建設
費用は、約２億円かかりますが、
国庫補助金のほか、財源の３分の
２が交付税で措置される合併特例
債を活用することになります。
　渋川総合病院では、救急医療、
地域医療の連携などを運営の柱と
しています。地域の医療機関から
患者紹介を受けたり、群馬大学な
どの高度医療機関へ紹介やＭ

エムアールアイ

ＲＩ
などの検査予約を受けるなど、医
療機関の間で連携を図っています。

　

赤
城
地
区
に
あ
る
２
つ
の
市
国
保
診

療
所
の
統
合
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用
や

意
義
、
利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ

い
て
、
ま
た
、
渋
川
総
合
病
院
の
果
た

す
役
割
と
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

⻆田美智子さん
(赤城町勝保沢)

(市民部・渋川総合病院)

下
水
道
料
金
の
算
定
根
拠

ど
の
よ
う
に
し
た
か

　下水道使用料の算定方法は、市
の条例で定められており「水道水
を使用した場合は、水道の使用水
量とする」と規定されています。
　自家水道や組合水道を使用して
いて、量水器の設置が可能な場合
は、市で量水器を貸与し、その検
針結果に基づき使用料を徴収して
います。なお、量水器の設置が困
難な場合には、使用者の使用の様
態などにより、その排除量を算定
します。また、温泉スタンドなど
で温泉を購入し、自宅の風呂で使
用した場合、その汚水は下水道に
流入し、終末処理場で処理される
ことになりますが、実態を把握す
ることが困難なことから、現状で
は使用料を徴収していません。
　なお、恒常的に使用している場
合につきましては、今後検討して
いきたいと考えます。

　

市
で
は
、
自
家
用
水
や
組
合
水
道
、

温
泉
ス
タ
ン
ド
で
買
っ
た
温
泉
を
家
庭

の
風
呂
に
使
用
し
た
場
合
な
ど
、
市
の

水
量
チ
ェ
ッ
ク
が
無
い
場
合
の
下
水
道

料
金
の
算
定
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

都丸　昇さん
(北橘町八崎)

(水道部)

特集：21年度市民ふれあい議会
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交
通
に
支
障
を
き
た
す

木
な
ど
の
伐
採
は

　道路を通行する車両や歩行者に
対し支障のある樹木や雑草の処理
は、その土地の所有者や使用者な
どが適正に管理すべきと考えます。
しかし、緊急を要するものについ
ては、市が速やかに対応すること
としています。なお、土地所有者
が高齢であったり、近くに住んで
いないことなどから管理ができな
いという場合は、地元自治会など
を通して相談してください。また、
処理方法が分からない場合には、
土木管理課または各総合支所の経
済建設課へ相談してください。
　いずれにしても、道路管理者の
立場から、道路に突き出た樹木な
どにより交通事故等が発生しない
よう、定期の道路パトロールで得
られた情報に基づき、必要により
指導などを行い、適切な維持管理
に努めたいと思います。

　

交
通
な
ど
に
支
障
の
あ
る
木
の
枝
や

竹
な
ど
は
所
有
者
が
伐
採
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、
所
有
者
が
高
齢
で
伐
採
が

困
難
な
場
合
や
近
く
に
住
ん
で
い
な
い

こ
と
か
ら
伐
採
を
し
て
も
ら
え
な
い
と

き
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

野村　進さん
(小野子)

(建設部)

公
的
保
育
制
度
の
拡
充

市
の
考
え
方
は

学
力
格
差
を
是
正
す
る
た

め
に
公
教
育
の
充
実
を

　市では、各学校に学力向上に関
する担当者(教員)を置き、学校
の代表者である校長とともに「学
力向上対策委員会」という会議の
中で本市の学力課題について検討
し、改善策を考えています。
　各学校においては、複数の教師
が一つの学級に入って細かな指導
をするチームティーチングや、一
つの学級を分割した少人数指導を
行ったり、群馬大学の学生や地域
の皆さんにボランティアとして教
師と一緒に指導していただいたり、
学習の手引きを作成し、家庭学習
を充実させたりするなど、さまざ
まな取り組みを行っています。
　今後も、児童・生徒の一人ひと
りの自己実現が図られるよう、さ
まざまな手立てをとっていきたい
と考えていますので、ご理解とご
協力をお願いします。

　

公
教
育
の
充
実
は
、
子
育
て
を
す
る

親
に
と
っ
て
、
そ
の
町
で
の
子
育
て
を

考
え
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
学
力
格
差
を
な
く
す
た
め
、

学
校
で
の
学
力
向
上
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
方
策
を
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

田中美知栄さん
(北橘町上南室)

(教育部)

　

現
在
、
国
で
は
保
育
制
度
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
公
的
保
育

制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
方

を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
に

請
願
し
、
国
に
意
見
を
あ
げ
る
に
は
ど

の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

綿貫サツキさん
(石原)

　国では、公的保育について現行
の市町村が利用者の希望を聞きな
がら入所先を割り振る制度を改め、
利用者が直接申し込んで契約する
制度に変更する方針が示されてい
ます。これには、多くの保育関係
団体が反対を表明しているようで
す。市議会でも、昨年、内閣総理
大臣などに「福祉施設・保育所の
最低基準を維持し、保育所の直接
契約方式を導入しないよう求める
意見書」を提出しています。
　請願書を市議会に提出する場合
は、１人以上の紹介議員が必要です。
請願書には、請願の趣旨などを記
載し、市議会議長に提出します。
議会で審議し、採択された請願書は、
意見書として国などの関係行政庁
へ提出されることになります。

(保健福祉部・総務部)
※今年度の市議会第７回定例会(12
月)で現行の公的保育制度の堅持等
に関する意見書が採択されました。

特集：21年度市民ふれあい議会特集：21年度市民ふれあい議会
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ル
ー
ル
違
反
が
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も

第
２
次
渋
川
市
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
向
け
て

も
う
一
度
確
認
し
て
ほ
し
い
10
の
ポ
イ
ン
ト

１
月
23
日
ま
で
に
行
政
改
革
大
綱
の
案
に
つ
い
て
意
見
を

　

最
近
、
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

次
の
ル
ー
ル
を
必
ず
守
る
と
と
も

に
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ご
み
は
、
自
分
の
自
治
会
の
決
め

ら
れ
た
集
積
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

②
古
紙
類
、
ビ
ン
類(
ビ
ー
ル
ビ
ン
と

一
升
ビ
ン
の
み)

、
空
き
缶
な
ど
の

金
属
類
は
、
地
元
団
体
が
行
う
資
源

ご
み
の
集
団
回
収
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
市
指
定
ご
み
袋
や
粗
大
ご
み
シ
ー

ル
に
、
自
治
会
名
と
氏
名
を
書
い
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

④
夜
間
に
ご
み
を
集
積
所
へ
持
ち
出

す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、ふ
た
を
取
り
、

中
を
す
す
い
で
、
ラ
ベ
ル
を
は
が
さ

ず
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
家
電
４
品
目(

テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
・
衣

類
乾
燥
機)

と
パ
ソ
コ
ン
は
、
ご
み

と
し
て
出
せ
ま
せ
ん
。
家
電
４
品
目

は
小
売
店
な
ど
に
、
パ
ソ
コ
ン
は
製

造
会
社
や
小
売
店
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ

れ
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
引
き
取
り
は
有
料
で
す
。

⑦
廃
食
用
油
は
、
市
役
所
本
庁
舎
、

第
二
庁
舎
、
各
総
合
支
所
お
よ
び
各

地
区
公
民
館
に
回
収
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
事
業
所
や
商
店
な
ど
か
ら
出
る
事

業
系
一
般
廃
棄
物
は
、
市
で
は
収
集

し
ま
せ
ん
。
各
自
で
直
接
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
す
る
か
、
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
許
可
業
者
と
契
約
し
、
引

き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
ル
ー
ル
違
反
で
あ
わ
や
大
惨
事

　

昨
年
、
一
部
の
人
の
ル
ー
ル
違
反

に
よ
り
、
ご
み
収
集
車
両
の
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
次
の
２
点
は
必
ず

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

❶
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
、
使
い
切

っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

❷
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶

は
、
使
い
切
っ
て
か
ら
、
火
気
の
な

い
屋
外
な
ど
で
、
必
ず
穴
を
あ
け
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
課(

☎
㉒
２
１

１
４)

へ
。

　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

と
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
平

成
18
年
度
か
ら
21
年
度
を
計
画
期
間

と
し
て
、
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
期
間
の
終
了
を
受
け
て
、

こ
れ
ま
で
の
改
革
を
更
に
実
り
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
、
新
た
な
視
点

で
制
度
や
仕
組
み
の
改
革
を
目
指
す

うっかり忘れていませんか？ごみ出しのルールうっかり忘れていませんか？ごみ出しのルール皆さんの意見や提案  を募集　を募集　

　市選挙管理委員会では、市農業委
員会委員選挙の執行日を２月21日
(日)に決定しました。
　この選挙に当たり、立候補予定者
などの事務説明会を次のとおり開催
します。
　立候補届出の手続きなどの説明を
しますので、立候補予定者などは、

必ず出席してください。
とき　１月14日(木)午後２時
ところ　市役所本庁舎３階大会議室
持参するもの　筆記用具など
その他　来場者は１候補者につき３
人以内としてください
問い合わせ先　市選挙管理委員会事
務局(☎㉒2111・内線4211)

火災が発生したごみ収集車

農業委員会
委員選挙
２月21日

立候補予定者等説明会を１月14日に開催

↖
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職
種
は
多
彩
／
資
格
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
大
丈
夫

臨時職員として勤務を
希望する人は必ず登録を

　平成22年度に市の臨時職員として勤務を希望する
人の登録を受け付けます。
職種　▷資格が不要な職種＝一般事務補助、調理(給
食等)、各種施設職員、作業員など
▷資格が必要な職種＝保育士、看護師、保健師、助
産師、栄養士、運転手など
勤務地　市役所本庁舎または各総合支所、市有施設
など
賃金　職種ごとの賃金による(毎月末締め、翌月20
日払い)
勤務時間　原則１日７時間45分以内
※職種により、土・日曜日、祝日の勤務があります。
加入保険　勤務形態により社会保険(健康保険・厚
生年金)、労働保険(労災・雇用)に加入
任用期間　６カ月以内(最長１年以内を原則)
登録方法　履歴書(市販のものに写真を張り付け、
希望の職種がある場合は明記)を職員課または各総
合支所総務課へ提出
※履歴書を提出した時点で登録されます。
※平成21年度の募集で登録した人も改めて登録が
必要です(自動更新はしません)。
登録の有効期限　平成23年３月31日
採用方法　臨時職員を必要とする職場から登録者に
連絡した後に選考(面接など)し、採否を決定します
その他　登録しても必ず採用されるとは限りません
※臨時職員に採用されると、地方公務員法の適用を
受け、業務上知り得たことについての守秘義務が生
じます。
問い合わせ先　職員課(☎㉒2362)

計
画
と
し
て
「
第
２
次
渋
川
市
行
政

改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

今
回
、
第
２
次
市
行
政
改
革
大
綱

の
案
を
供
覧
・
配
布
し
ま
す
の
で
、

案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聴

か
せ
く
だ
さ
い
。

案
の
供
覧
・
配
布
場
所　

企
画
課
、

本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー
、
各
総
合
支
所

総
務
課(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く)※
案
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://

w
w
w
.city.sh

ib
u
kaw
a.gu

n
m
a.

jp
/)

で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

応
募
用
紙(

様
式
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
供
覧
場
所
に
意
見
記

入
用
紙
が
あ
り
ま
す)

に
、
氏
名(

団

体
名)

、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
Ｅイ

ー

メ
ー
ル
で
企
画
課(

〒
３

７
７
―
８
５
０
１
・
石
原
80
・

㉔

６
５
４
１
・

gyo
kaku

@
city.

sh
ib
u
kaw
a.gu

n
m
a.jp
)

へ

※
電
話
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
意
見
記
入
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
４
日
㈪
〜
23
日
㈯

(

必
着)

公
募
結
果　

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど

は
、
整
理
・
要
約
し
「
広
報
し
ぶ
か

わ
」
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す

※
意
見
以
外
の
個
人
情
報
な
ど
は
、

公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
意
見
に
対

し
て
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課(

☎
㉒
２

４
０
１)

皆さんの意見や提案  を募集　皆さんの意見や提案  市の臨時職員登録者を募集

調査にご協力ください／2010年世界農林業センサス
　平成22年２月１日現在で、全
国一斉に「2010年世界農林業セ
ンサス」が実施されます。
　これは、この国の農林業や農山
村地域の実態を明らかにする最も
基本的な調査です。農林業を行っ
ている農家、林家、法人などを対

象に、５年ごとに実施されます。
　１月下旬から農林業を営む人の
ところに調査員が伺いますので、
聞き取り調査や調査票の記入にご
協力をお願いします。
　詳しくは、広報情報課(☎㉒232
0)へ。

【主な調査項目】
・世帯員の就業状況
・農地や山林の面積
・農林産物の生産・販売の状況
・農林業の労働力や作業受託の
　状況など

↖
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守り育て未来につなぐ守り育て未来につなぐ
　　　　私たちの環境　　　　私たちの環境 10

本
市
の
公
害
に
つ
い
て
の
状
況

苦
情
の
状
況
の
概
要

　

平
成
20
年
度
の
苦
情
処
理
件
数

１
３
３
件
の
内
容
は
、
典
型
７
公

害(

大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
・
騒

音
・
振
動
・
悪
臭
・
土
壌
汚
染
・

地
盤
沈
下)

に
関
す
る
苦
情
が
65

件
あ
り
、
こ
の
う
ち
で
多
い
も
の

は
、
大
気
汚
染(

37
件)

と
悪
臭

(

19
件)

で
し
た
。
そ
の
主
な
原

因
は
、
ご
み
な
ど
の
焼
却
に
よ
る

も
の
で
す
。
典
型
７
公
害
以
外
で

は
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
空
き
地

な
ど
の
雑
草
の
繁
茂
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

発
生
原
別
で
、
最
も
多
か
っ
た

の
は
、
家
庭
生
活
な
ど
に
起
因
す

る
も
の
で
す(

下
図
参
照)

。
こ

れ
は
、
不
特
定
多
数
の
人
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
別
で
は
、
中
心
市

街
地
か
ら
外
れ
た
地
域
で
の
苦
情

が
多
く
、
月
別
で
は
、
春
先
か
ら

秋
に
か
け
て
比
較
的
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

苦
情
に
対
す
る
市
の
対
応

　

本
市
の
苦
情
対
応
は
、
渋
川
地

区
を
環
境
課
、
渋
川
地
区
以
外
を

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
行
っ

て
い
ま
す
。
電
話
や
投
書
な
ど
で

苦
情
を
受
け
る
と
、
現
地
調
査
を

実
施
し
、
状
況
に
応
じ
て
発
生
源

者
に
指
導
や
要
請
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

公
害
を
出
さ
な
い
た
め
に

　

苦
情
で
特
に
多
い
の
は
、
大
気

汚
染
で
す
。
野
外
で
、
ご
み
な
ど

を
焼
却
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
却
行

為
は
、
付
近
の
住
民
に
迷
惑
を
か

け
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
、
燃
え

る
ご
み
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
全
員
が
快
適
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
日

常
生
活
で
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
の
心
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
課(

☎
㉒
２

１
１
４)

へ
。

　人の健康や生活環境に
被害をもたらす大気汚染
や騒音などの公害。本市
では、20年度中に133
件の公害に関する苦情を
受けました。この苦情件
数は、環境への住民意識
の高まりとともに、年々
増加傾向にあります。今
回は、本市が20年度に受
けた公害についての苦情
の詳細をお知らせします。

年々増えつつある
公害に関する苦情

0 10 20 30 40 50

その他

地盤沈下

土壌汚染

悪臭

振動

騒音

水質汚濁

大気汚染

不明

家庭生活等

医療・福祉

サービス業

飲食店
・宿泊業

不動産業

卸売・
小売業

運輸業

製造業

建設業

林業

農業 24件

1件

8件

11件

0件

0件

2件

1件

1件

9件

28件
48件

苦情の発生源別件数

不法投棄されたごみの撤去作業不法投棄されたごみの撤去作業
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隔月連載

隔月連載

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！
消
防
団  

シ
リ
ー
ズ
第
４
回

地域の防災訓練に参加しています

　このごろの職場では、男
性に限らず女性の活躍も見
られるようになり、働く女
性の姿は、珍しくなくなり
ました。男性も女性も就労
により生活基盤を確立し、
それぞれの能力を発揮でき
ることは、男女共同参画社
会として目指すところです。

　そのためにも、男性と女
性が性別による差別をされ
ることなく、対等なパート
ナーとして働ける環境整備
が重要になります。
　しかし、「男性だから」「女
性だから」という理由で、
必ずしも待遇が平等ではな
い現状もあります。セクシ

ュアル・ハラスメントを受
けたり、産休育休を理由に
退職を迫られたり、介護休
暇がとれなかったり、制度
は整備されていても現実に
はさまざまな問題にぶつか
ることがあります。
　本市では、男女が対等な
パートナーとして働くこと

ができるまちを目指して、
労働関係の法律・制度の紹
介や労働相談員による労働
相談を実施しています。男
性も女性も対等に働き、と
もに力を合わせることがで
きる職場づくりを推進しま
しょう。
 (市民生活課)

男性と女性が対等に働ける職場づくりを

　消防団は、火災発生時における消火活動や

地震、風水害といった災害発生時の活動だけ

でなく、平常時においても、地域における消

防・防災の中心的な存在として、消防力・防

災力の向上のため、地域の防災訓練などに参

加しています。

　訓練では、団員が習得した消防・防災に関

する知識や技術を生かして、消火器の使い方

やバケツリレーの仕方、応急担架の作り方な

ど、各種訓練に対する指導や助言を行ってい

ます。また、このほかにも地域住民との連携

を図るため、防火対策の相談を受けたり、消

防ポンプ自動車を展示するなどして、防災機

材の紹介や解説も行っています。

 (行政課)

輝輝 くく 明明 日日 にに 向向 けけ てて

①
男
女
平
等
意
識
の
高
揚
と
人
権
尊
重

　

男
女
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

②
家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　

未
来
の
人
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
の
も
と
と
な
る
家
庭
を
応
援

　

す
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

③
地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

誰
も
が
地
域
の
担
い
手
に
な
れ
る
〝
ほ
っ
と
〞
な
ま
ち
に
し
ま

　

し
ょ
う

④
就
業
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
働
く
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

消防団員・ラッパ隊員の募集
　地域の人を災害から守る消防団員を募
集しています。また、消防団の式典など
でラッパ吹奏を行うラッパ隊員も併せて
募集しています。
　経験や性別は問いません。18歳以上で
興味のある人は、行政課行政防災グルー
プ(☎㉒2112)へ問い合わせてください。

男女共同参画 11
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ま
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消
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消
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シ

ー
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シ
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シ
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シ
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第
４４４４４４４４４４４４
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シ
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ー
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第
４４４４４４４
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シ
リ
シ
リ
シシ
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シ
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シ
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シ
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ズズズズズ
第
４
回

ズズズズズズズズズ

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！
消
防
団  

シ
リ
ー
ズ
第
5
回

真剣に消火訓練を行う団員と地域の真剣に消火訓練を行う団員と地域の
人たち(石原３地区合同防災訓練)人たち(石原３地区合同防災訓練)
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北橘歴史資料館で「お正月飾りづくり教室」
「お顔がくし」などのしめ縄づくりで新年の準備万端

　近ごろ、家庭で手作りするのが

珍しくなった「お正月飾り」。そ

の作り方と意味を学ぼうと12月

13日に北橘歴史資料館で「お正

月飾りづくり教室」が開催されま

した。参加者は「お顔がくし」や

「中シメ」などのしめ縄づくりに

挑戦。稲わらの扱い方に苦戦する

も、次第にコツを覚えて立派なし

め縄を完成させました。

「お顔がくし」づくりに挑戦

伊香保世代間交流館の「クリスマス会」
歌や劇などで盛り上がった楽しいクリスマス会

読み聞かせと劇を披露
(左)　老人会の皆さん
との合唱(右上)　クイ
ズを出します(右下)

　12月６日に伊香保世代間交流館のクリスマス会が行われました。
参加した児童や招待された地域のお年寄り、子育てサポーターの人
たちは、それぞれ用意してきた劇や歌、合奏などを披露し、会場は
笑顔や笑い声であふれました。また、サンタクロースも登場し、子
どもたちはプレゼントをもらうなど、楽しい一時を過ごしました。
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赤城地区で「地域の活性化」をテーマに市長との「対話集会」
販路拡大の方法や後継者問題などについて意見交換

　市民が市の幹部と意見を交換し

合う「対話集会」が、11月26日

に赤城総合支所で開催されました。

今回は「地域の活性化」をテーマ

にして、赤城地区生産者協議会な

どの16人が参加。農畜産物の販

路の広げ方や後継者問題など農業

に関する話題を中心に、地域の景

観づくりに関する話など、活性化

につながる意見が飛び交いました。

市長の説明を真剣に聞く参加者

市民サポーターが「渋川まちなかイルミネーション」を開催
渋川ネイブルスクエアが青などの電飾で華やかに

高さ5.5mのメーンオブ
ジェ(左)　メンバー手
作りの「ろうそく飾り」
(右上)　ゴスペル星組
がクリスマスソングを
披露(右下)

　まちなかににぎわいを創出しようと渋川ネイブルスクエアで12月
５日、中心市街地まちづくり市民サポーターが「渋川まちなかイルミ
ネーション」を開催。雨が降る中、午後４時に円錐形のメーンのオ
ブジェに灯りが灯されました。また、メンバー手作りのペットボトル
を利用したろうそく飾りやゴスペルコンサートも行われました。



入学指定通知書を
配布します

　平成22年度の小学校入学該
当者に入学指定通知書を配布し
ます。
入学該当者　平成15年４月２
日～16年４月１日生まれの子
ども
配布方法　▷渋川地区＝郵送
▷伊香保・小野上・子持・赤城
・北橘地区＝幼稚園・保育園
(所)を通じて配布(在園児以外
と一部私立の在園児は郵送)
配布時期　１月上旬
その他　通知書が届かないとき
や氏名・住所などに変更があっ
た場合は、学校教育課に連絡し
てください

学校教育課☎㉒2121
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
長
の
資
産
な
ど
を
公
開

行
政
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
１
２

　

市
長
の
資
産
等
報
告
書
の
閲
覧

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

閲
覧
開
始
日　

１
月
４
日
㈪

閲
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分(

土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く)

閲
覧
場
所　

行
政
課

消
費
者
行
政
活
性
化

講
演
会　
　
　
　
　

市
民
生
活
課　
　

☎
㉒
２
４
６
３

と
き　

１
月
30
日
㈯
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容　
「
生
活
を
豊
か
に
す
る
経

済
学
」〜
消
費
者
が
主
役
の
社
会

を
目
指
し
て
〜

講
師　

森
永
卓
郎
さ
ん(

獨
協
大
学

教
授
・
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト)

入
場
料　

無
料(

要
入
場
整
理
券)

整
理
券
配
布
場
所　

市
民
生
活
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
市
立

図
書
館
、
各
地
区
公
民
館

そ
の
他　

託
児(

１
歳
〜
未
就
学

児)

を
希
望
す
る
人
は
、
１
月
20
日

㈬
ま
で
に
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
手
話
通
訳

を
希
望
す
る
人
は
、
当
日
入
場
の

際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

徳
冨
蘆
花
追
悼
お
茶
会

徳
冨
蘆
花
記
念
文
学
館

 

☎
72
２
２
３
７

　

18
日
の
徳と

く

冨と
み

蘆ろ

花か

の
月
命
日
に

蘆
花
を
し
の
ん
で
お
茶
会(

初
釜)

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

１
月
18
日
㈪
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

徳
冨
蘆
花
記
念
文
学
館

内
容　

静せ
い

翠す
い

会か
い

の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
茶
会(

和
菓
子
付
き)

参
加
料　

５
０
０
円

参
加
方
法　

当
日
会
場
へ

児
童
・
生
徒
の

就
学
援
助
申
請

学
校
教
育
課　
　

☎
㉒
２
１
２
１

援
助
内
容　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
修
学
旅
行
費
、
校
外
活
動

費
な
ど

対
象
者　

市
内
の
小
・
中
学
校
に

就
学
中
ま
た
は
就
学
予
定
で
、
経

済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者(

生

活
保
護
法
に
基
づ
く
教
育
扶
助
の

受
給
者
は
除
き
ま
す)

申
込
方
法　

就
学
援
助
費
交
付
申

請
書(

各
小
・
中
学
校
に
あ
り
ま

す)

に
記
入
し
、
子
ど
も
が
就
学

し
て
い
る
学
校
ま
た
は
就
学
予
定

の
学
校
へ
提
出

そ
の
他　

申
請
の
際
は
、
各
小
・

中
学
校
や
各
地
区
の
民
生
委
員
児

童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

※
家
庭
の
経
済
状
況
や
生
活
状
況

に
よ
っ
て
は
、
援
助
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募　

集

募　

集

黒
井
峯
遺
跡
で
遊
ぼ
う

「
天
体
観
測
会
」　　
　

文
化
財
保
護
課　

☎
52
２
１
０
２

と
き　

１
月
23
日
㈯
午
後
６
時
〜

７
時
ご
ろ

※
雨
、
雪
、
曇
り
の
と
き
は
中
止
。

集
合
場
所　

子
持
中
学
校
正
門
前

駐
車
場

と
こ
ろ　

黒
井
峯
遺
跡

内
容　

天
体
観
測
会
お
よ
び
望
遠

鏡
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
て

の
月
の
撮
影

講
師　

県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
職
員

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

カ
メ
ラ
機
能
付

き
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

(

一
眼
レ
フ
な
ど
の
大
型
カ
メ
ラ

は
不
可)

申
込
方
法　

電
話
で
文
化
財
保
護

課
へ

申
込
期
限　

１
月
20
日
㈬(

土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く)

森永卓郎さん



　市では、「広報しぶかわ」と「市議会だより」
を保管するためのファイル「広報紙つづり」
を製作し、３月に皆さんに配布する予定です。
これは、国からの臨時交付金を受けて、昨
年定められた市の花や木、鳥などを周知す
るために製作するものです。
　今回、つづりの発行にあたり、裏表紙に
掲載する有料広告を募集します。このつづ
りは、広報紙などを１年分以上保管できる
ので、その間広告の効果が続きます。掲載
を希望する人は、ぜひ、申し込みください。
掲載位置　広報紙つづり裏表紙
規格　縦5.0㎝×横8.9㎝のカラー刷り
募集対象　市内に事業所があり、市税を滞
納していない個人または法人など
※掲載できる広告には用件があります。
募集区画　10区画(超えた場合は抽せん)
掲載料(１区画)　３万円
申込方法　「渋川市広報紙等つづり広告掲載
申請書」(広報情報課にあります)に必要事
項を記入し、郵送または持参で広報情報課
(〒377-8501・石原80)へ
※申請書は市ホームページ(http://www.city.
shibukawa.gunma.jp/)から印刷できます。
申込期間　１月12日(火)～29日(金)(必着)
　詳しくは、広報情報課(☎㉒2320)へ。

「広報しぶかわ」
「市議会だより」

つづりの
有料広告を募集
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

そ
ば
打
ち
体
験
参
加
者

赤
城
総
合
支
所
経
済
建
設
課

 

☎
56
９
２
５
０

〈
そ
ば
打
ち
と
豆
腐
づ
く
り
〉

と
き　

１
月
20
日
㈬
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

赤
城
農
畜
産
物
加
工
研

修
所

定
員　

10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

８
０
０
円(

材
料
費
・
当

日
集
め
ま
す)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ゴ
ム
手
袋

〈
そ
ば
打
ち
と
い
ち
ご
狩
り
〉

と
き　

２
月
７
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　

赤
城
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
料　

２
、５
０
０
円(

材
料
費

・
当
日
集
め
ま
す)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん

※
各
日
程
と
も
、
申
し
込
み
は
、

開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
で

赤
城
総
合
支
所
経
済
建
設
課
へ
。

福　

祉

福　

祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

１
月
24
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

１
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御

蔭)

〈
２
月
の
休
館
日
〉

１
日
㈪
、
８
日
㈪
、
12
日
㈮
、
15

日
㈪
、
22
日
㈪

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
演
会

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

と
き　

１
月
26
日
㈫
午
後
７
時

と
こ
ろ　

赤
城
公
民
館
講
堂

内
容　

栄
養
士
の
観
点
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
と
の
関
係
を
考
え
る
講
演

「
成
長
期
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
と

栄
養
」

講
師　

野
口
泰
子
さ
ん(

日
本
栄
養

士
連
盟
会
長)

対
象
者　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
、
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
者
、
一
般
市
民

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
体
育
課
ま
た

は
赤
城
公
民
館(

☎
56
２
２
１
４)

へ申
込
期
限　

１
月
20
日
㈬(

土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く)

そば粉をこねて本格手打ち



「はばたけ群馬観光博覧会」

春を楽しむ！いちご狩り
ろうばい鑑賞ツアー

　市観光協会が県観光国際協会と共催
する、魅力ある観光名所を巡るバスツ
アー。子持地区で白井宿の歴史散策や
車窓からのロウバイを鑑賞したあとで、
赤城地区で旬のイチゴと温泉を満喫し
てもらいます。
とき  ２月19日(金)午前９時20分受付
集合場所　エクセルイン渋川(Ｊ

ジェーアール

Ｒ渋
川駅前・駐車場完備)
コース　道の駅こもち(白井宿散策)、
ロウバイの郷

さと

こもち(車窓鑑賞)、おふく
ろ亭(昼食)、赤城樽いちご園(イチゴ食
べ放題)、ユートピア赤城(温泉入浴)、
解散(午後４時30分ごろ)
定員　40人(先着順)
※参加者が25人に満たない場合は中止
になります。
参加料　１人6,200円(小学生以下は
6,000円)
申込・問い合わせ先　電話、はがき、
ファックス、Ｅ

イー

メールで参加者全員の氏
名、住所、年齢、性別、電話番号を県観光
国際協会(〒371－0026・前橋市大手
町２－１－１・☎027－243－7273・
027－243－7275・ gtia@gtia.jp)へ
申込期限　２月１日(月)
その他　昼食は用意します。入浴用の
タオルなどは各自持参してください
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市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会
参
加
者
募
集

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

と
き　

２
月
14
日
㈰
午
前
10
時
30

分と
こ
ろ　

丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場(

片

品
村)

競
技
種
目　

下
表
の
と
お
り

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
ま
た
は
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
加
入
者

参
加
料　

▽
小
・
中
学
生
＝
１
、

０
０
０
円　

▽
高
校
生
・
一
般
＝

１
、
５
０
０
円(

当
日
集
め
ま
す)

申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

学
校
名
ま
た
は
勤
務
先
、
出
場
種

目
を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
飯
塚
弘

孝
さ
ん
宅(

〒
３
７
７

－

０
０
０

８
・
渋
川(
長
塚
町)

１
８
１
２
・

☎
㉓
３
７
３
１)
へ

申
込
期
限　

１
月
31
日
㈰(

当
日

会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す)

そ
の
他　

当
日
午
前
８
時
30
分
か

ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
と
ん
ふ
ぁ

ん
」
内
で
ゼ
ッ
ケ
ン
を
交
付
し
ま

す市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

１
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の

日(

毎
月
第
２
日
曜
日)

は
、
子
持

社
会
体
育
館
の
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
無
料
開
放

し
ま
す
。

と
き　

１
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

※
当
日
は
、
体
育
指
導
委
員
２
人

が
、
利
用
者
の
要
望
に
よ
り
指
導

や
助
言
を
行
い
ま
す
。

市民スキー大会(大回転)

対　象 種　別

小 学 生  低・高学年男女の部

中 学 生  男女の部

一般
男子 10･20･30･40･50歳代

・60歳以上の各部女子
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

公
民
館

公
民
館

楽ら
く

・
楽ら

く

ソ
ー
イ
ン
グ

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

１
月
19
日
㈫
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)内
容　

ニ
ッ
ト
生
地
を
使
い
、
簡

単
に
チ
ュ
ニ
ッ
ク(

丈
の
短
い
ワ

ン
ピ
ー
ス)
を
作
り
ま
す

講
師　

荒
井
宏
子
さ
ん(

渋
川
／

下

郷)定
員　

12
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

１
、
０
５
０
円(

材
料
費

・
１
月
15
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

１
月
６
日
㈬
〜
８
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

８
日
㈮
は
正
午
ま
で)

そ
の
他　

作
品
の
サ
イ
ズ
は
Ｍエ

ム

Ｌエ
ル

(

フ
リ
ー
サ
イ
ズ)

と
な
り
ま
す

※
見
本
が
事
務
室
前
に
あ
り
ま
す
。

野
外
撮
影
カ
メ
ラ
教
室

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

１
月
21
日
㈭
午
後
１
時
出

発(

午
後
７
時
帰
着
予
定)

集
合
場
所　

市
役
所
第
二
庁
舎
西

側
駐
車
場

交
通
手
段　

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

内
容　

太
田
市
方
面(

金
山
城
趾

・
北
部
運
動
公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン)

に
出
向
き
、
野
外
撮
影

を
中
心
に
実
践
で
写
真
の
撮
り
方

を
学
び
ま
す

講
師　

小お

畑ば
た

典の
り

章あ
き

さ
ん(

渋
川
／

坂
下
町)

定
員　

19
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

３
０
０
円(

保
険
料
、駐

車
場
代
な
ど
・
１
月
18
日
㈪
ま
で

に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

カ
メ
ラ(

一
眼

レ
フ
タ
イ
プ)

・
三
脚

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

１
月
６
日
㈬
〜
８
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

８
日
㈮
は
正
午
ま
で)

そ
の
他　

当
日
撮
影
し
た
写
真
の

講
評
会
を
２
月
３
日
㈬
午
後
６
時

30
分
か
ら
行
い
ま
す

ゼ
ロ
か
ら
の
韓
国
語

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

１
月
28
日
㈭
〜
３
月
18
日

㈭
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分(

２
月
11
日
㈷
、３
月
11
日

㈭
を
除
く
・
計
６
回)

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中
央

公
民
館
内)

内
容　

韓
国
語
の
読
み
書
き
を
学

び
旅
行
会
話
な
ど
を
習
得
し
ま
す

講
師　

山
口
容よ

う

姫こ

さ
ん(

吉
岡
町)

定
員　

20
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

１
、７
０
０
円(

教
材
費

・
１
月
21
日
㈭
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

１
月
12
日
㈫
〜
14
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

砂
絵
で
遊
ぼ
う

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

１
月
23
日
㈯
、
30
日
㈯
、

２
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

(

計
３
回)

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中
央

公
民
館
内)

内
容　

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
砂
を
使

っ
て
自
分
だ
け
の
砂
絵
を
作
り
ま

す

講
師　

山
中
克か

つ

子こ

さ
ん(

渋
川
／

御

蔭)定
員　

20
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

対
象
者　

小
学
生

参
加
料　

６
０
０
円(

材
料
費
・
１

月
20
日
㈬
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

タ
オ
ル

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

１
月
12
日
㈫
〜
14
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

白
バ
ラ
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
フ

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

２
月
３
日
㈬
、
10
日
㈬
、

17
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分(

計
３
回)

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中
央

公
民
館
内)

内
容　

か
ぎ
針
を
使
っ
て
、
毛
糸

の
白
バ
ラ
を
あ
し
ら
っ
た
春
の
ス

カ
ー
フ
を
編
み
ま
す

講
師　

明
石
美
也
子
さ
ん(

吹
屋)

定
員　

20
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

１
、７
０
０
円(

材
料
費

・
１
月
26
日
㈫
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

か
ぎ
針
３
号
、

と
じ
針
、
は
さ
み
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

１
月
13
日
㈬
〜
14
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

いろいろな着こなしを楽しめます



子持公民館　☎㉒7780

平成22年度
「わくわく子持塾」講師募集

　平成22年度の自主企画生涯学習講座
「わくわく子持塾」講師を募集していま
す。あなたも講師になって得意なこと
を教えてみませんか。
　この講座は、講師と受講生が協力し、
学習内容の検討や教室の運営をしてい
くものです。資格は問いませんので、
やる気のある人、個性的な講座の企画
をお待ちしています。
指導内容　生涯学習全般(競技スポー
ツは除く)や日曜大工、護身術、大道芸、
占い、マジック、体操など
※営業による塾・教室などへの生徒勧
誘や高額な用具および材料の販売を目
的とした講座はできません。
指導時間　１回２時間程度(最高10回
まで)
指導料　受講生１人(組)1,000円
講師助手　必要に応じて複数でも可
助手指導料　なし
申込方法　所定の申込書(各公民館に
あります)に必要事項を記入し、郵送、
ファックスまたは持参で子持公民館
(〒377－0292・吹屋380－1・ ㉔
8204)へ
申込期限　１月29日(金)(必着)
その他　受講生の募集、会場予約は公
民館が行います。受講生が５人未満の
場合は中止になります
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渋
川
東
部
公
民
館

新
春
作
品
展　
　

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

　

渋
川
東
部
公
民
館
地
区
の
皆
さ

ん
が
丹
精
込
め
て
作
り
あ
げ
た
絵

画
、
書
道
、
手
芸
な
ど
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

と
き　

１
月
16
日
㈯
〜
22
日
㈮
午

前
10
時
〜
午
後
４
時(

22
日
㈮
は

正
午
ま
で)

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中
央

公
民
館
内)お

ひ
な
さ
ま　

プ
チ
ア
レ
ン
ジ

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

２
月
５
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中

央
公
民
館
内)

内
容　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

(

生
花
を
特
殊
加
工
し
た
も
の)

に

小
さ
な
ひ
な
人
形
を
飾
り
付
け
て
、

か
わ
い
い
置
物
を
作
り
ま
す

講
師　

板
倉
み
ゆ
き
さ
ん(

金
井)

定
員　

20
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

２
、０
０
０
円(

材
料
費

・
１
月
26
日
㈫
ま
で
に
窓
口
へ)

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

１
月
13
日
㈬
〜
14
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

図
書
館

図
書
館

ミ
レ
ー
の
世
界

創
作
人
形
展　

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

１
月
10
日
㈰
〜
31
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
６
時(

土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
・
月
曜
日

と
12
日
㈫
、
28
日
㈭
は
休
館)

と
こ
ろ　

１
階
玄
関
ロ
ビ
ー

内
容　

岡
崎
喜よ

し

子こ

さ
ん(

渋
川
／

明

保
野)

が
制
作
し
た
創
作
人
形
の

展
示
会

入
場
料　

無
料

子
ど
も
映
画
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

１
月
９
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
白
い
ぼ
う
し
」「
き
り
の

中
の
ぶ
ら
ん
こ
」「
白
雪
姫
」

入
場
料　

無
料

萌
え
の
子
お
は
な
し
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

１
月
16
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

１
階
こ
ど
も
文
庫

内
容　

▽
絵
本
＝
「
お
じ
い
さ
ん

と
10
ぴ
き
の
お
ば
け
」「
と
う
さ

ん
は
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
」　

▽
紙

芝
居
＝
「
山
の
み
ん
な
の
お
も
ち

つ
き
」

入
場
料　

無
料

映
画
鑑
賞
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

１
月
17
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
麦
の
穂
を
ゆ
ら
す
風
」

(

監
督
：
ケ
ン
・
ロ
ー
チ
／

主
演
：

キ
リ
ア
ン
・
マ
ー
フ
ィ
ー
・
２
０

０
６
年
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
イ
ギ

リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・
ス

ペ
イ
ン
映
画)

入
場
料　

無
料

春らしい置物が出来ます



【健康おやつ講習会】
　市食改推渋川地区では、健康おやつ
講習会を開催します。
　子どもにとって「おやつ」は、気分
転換や楽しみだけでなく、３度の食事
で不足しがちな栄養素を補うという大
切な役割があります。食に関する多岐
にわたる教育である「食育」について
考え、おやつのあり方を見直してみま
しょう。

●とき　２月９日(火)午前９時30分
～午後１時ごろ(受付は午前９時)　
●ところ　渋川ほっとプラザ２階調理
室　●内容　▷講話＝おやつの意味と
選び方について　▷調理実習＝不足し
がちな栄養素を取り入れる工夫や地域
で収穫された食材を利用したおやつ作
り　●対象者　市内在住・在勤で健康
に関心がある人　●定員　30人(先
着順)　●参加料　300円(材料費)　
●持参するもの　エプロン、三角きん、
筆記用具　●申込方法　電話か直接渋
川保健センター(☎㉕1321)または各
地区の食生活改善推進員へ　●申込期
間　１月５日(火)～29日(金)

大腸がん検診
検査容器の提出は、もうお済みですか?

　今年度大腸がん検診を申し込んでいて、ま
だ容器の提出をしていない人は、次の日程で
回収しますので、忘れずに提出してください。
とき　１月14日(木)、15日(金)、19日(火)、
20日(水)、22日(金)、25日(月)～27日(水)、

２月１日(月)～５日(金)午前８時30分～11時
ところ　渋川保健センター(第二庁舎)
持参するもの　自己負担金(500円)、採便容器、
受診票、健康手帳(持っている人)
　詳しくは、渋川保健センター(☎㉕1321)へ。

期限は
２月５日まで
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健康インフォメーション

骨
密
度
検
診
で
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

申
し
込
み
は
１
月
29
日
ま
で
に

３
月
に
市
内
６
会
場
で
８
日
間
実
施

　

市
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

の
た
め
、
骨
密
度
検
診
を
行
い
ま

す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
の
密

度
が
低
下
し
、
骨
折
し
や
す
く
な

る
病
気
で
す
。
こ
の
機
会
に
検
診

を
受
け
て
自
分
の
骨
密
度
を
知
り
、

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
受
診
の
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
に
は
、
受
診
券(
は
が
き)

を
２
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
22
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
「
平
成
22
年
度
各
種
健
康
診

査
・
各
種
検
診
希
望
調
査
票
」
で

骨
密
度
検
診
を
申
し
込
む
人
の
検

診
は
、
平
成
23
年
３
月
に
実
施
し

ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

別
表
の
と
お
り

内
容　

超
音
波
に
よ
る
か
か
と
の

骨
密
度
測
定
、
結
果
説
明
、
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
の
栄
養
と

日
常
生
活
の
話

対
象
者　

市
内
在
住
で
、
今
年
度

中(

３
月
31
日
ま
で)

に
30
・
35
・

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70

歳
に
な
る
女
性

個
人
負
担
金　

５
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
と
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。
事
前

に
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー(

第
二
庁

舎)

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

電
話
か
直
接
渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー(

☎
㉕
１
３
２
１)

へ

申
込
期
限　

１
月
29
日
㈮

（別表）         骨密度検診日程(３月)
実施日 会　　　場 受　付　時　間

２日㈫ 赤城保健センター 午前９時30分～11時

５日㈮ 子持保健センター 午前９時30分～11時

９日㈫ 小野上保健センター 午前10時～10時30分

９日㈫ 伊香保保健福祉センター 午後１時30分～２時

12日㈮ 北橘保健センター 午前９時30分～10時30分

16日㈫
渋川保健センター
(第二庁舎１階)

午前９時～10時30分
午後１時～１時30分

17日㈬

18日㈭

うがい、手洗い、マスクの着用を心掛けましょう
インフルエンザが流行しています



勤務形態：３交替制、週休２日　休暇制度：年次有給休暇20日、夏期および特別休暇有り
加入保険：市町村共済組合
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22
年
度
各
種
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

対
象
者
は
20
歳
以
上
／
調
査
表
は
１
月
中
旬
に
郵
送

受
診
希
望
者
は
１
月
31
日
ま
で
に

調
査
表
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

こ
の
調
査
は
、
平
成
22
年
度
に
市

が
行
う
結
核
検
診(

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診)

や
各
種
健
康
診
査
、
各
種
が
ん

検
診
な
ど
の
受
診
希
望
者
を
把
握
し
、

受
診
票
を
作
成
す
る
た
め
に
、
20
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

１
月
中
旬
に
世
帯
ご
と
に
郵
送
さ

れ
る
「
各
種
健
康
診
査
・
各
種
検
診

希
望
調
査
票(

提
出
用)

」
に
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

未
提
出
の
場
合
は
、
希
望
が
な
い

も
の
と
見
な
し
、
受
診
票
は
送
付
し

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

検
診
等
の
種
類
・
実
施
方
法
な
ど

左
表
の
と
お
り

提
出
期
限　

各
種
健
康
診
査
・

各
種
検
診
希
望
調
査
票(

提
出

用)

に
記
入
し
、同
封
の
返
信
用

封
筒
に
入
れ
て
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
郵
送(

切
手
は
不
要)

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈰

※
特
定
健
診
は
、そ
れ
ぞ
れ
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者(

健
康
保
険
組

合
、国
民
健
康
保
険
、
政
府
管
掌

健
康
保
険
な
ど)

が
実
施
し
ま
す

の
で
、希
望
調
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー(

☎
㉕
１
３
２
１)

へ
。

健診等の種類・実施方法など

健診等の種類 対象年齢等 内　容 実施期間等 個人負担金

結 核 検 診 65歳以上
胸部

レントゲン
撮影

５月～６月を
予定

無　料

胸 部
レントゲン
検 診

40歳以上
64歳以下

後期高齢者
健 康 診 査

長寿
(後期高齢者)
医療制度
加入者

血液検査、
血圧測定、
尿検査など

６月～11月を
予定

わ か ば
健 康 診 査

20歳以上
39歳以下

毎月１回を予定 500円

胃がん検診

40歳以上

胃部Ｘ
エックス

線
撮影

６月～11月を
予定

※胃がん・大腸
がん・前立せん
がん検診は、同
日実施となり
ます。

1,000円

大 腸 が ん
検     診

便潜血反応
検査

500円
前 立 せ ん
が ん 検 診

50歳以上
の男性

血液検査

腹部超音波
検      診 40歳以上 超音波検査

７月～２月を
予定

※日時は指定
します。

3,000円

子 宮 が ん
検 診

20歳以上の
女性のうち
偶数年齢に
なる女性　

子宮の細胞
検査

７月～２月を
予定

※子宮がん検
診は集団検診
と個別検診が
選択できます。
※乳・甲状せ
んがん検診と
集団での子宮
がん検診は同
日実施となり
ます。

1,000円

乳房Ｘ線撮
影併用乳・
甲 状 せ ん
が ん 検 診

40歳以上の
女性のうち
偶数年齢に
なる女性　

視触診、乳
房Ｘ線撮影

2,000円

歯 周 疾 患
検     診

30・40・
50・60・70
歳になる人

口くう
内診査

６月～１月を
予定

※指定医療機
関で実施。

1,000円

骨密度検診

30･35･
40･45･
50･55･
60･65･

70歳の女性

超音波によ
るかかとの
骨密度測定

平成23年３月を
予定

※日時は指定
します。

500円

※対象年齢は平成22年度末(平成23年３月31日)現在の年齢です。
※ 生活保護世帯および市民税非課税世帯の人は、個人負担金が免除に
なります。必ず事前に渋川保健センターで申請してください。

※偶数年齢とは40･42･44･･･と年度年齢で偶数の年齢になる人です。



看護師募集中／
看護師・准看護師を募集しています。地方公務員の身分となり、市職員
給与規定により給与を支給。

市立渋川総合病院

☎22ｰ4111

23

健康インフォメーション

健康の道しるべ

渋
川
総
合
病
院

外

科

医

師

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
に
つ
い
て

　

ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、
体た

い

腔こ
う

の
内
側
を
覆

っ
て
い
る
膜(

腹
膜
や
胸
膜
な
ど)

が
、

先
天
的
ま
た
は
後
天
的
に
生
じ
た
裂
け

目
か
ら
臓
器
や
組
織
を
包
ん
だ
ま
ま
袋

状
に
逸
脱
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
ニ
ア
は
、逸
脱
部
位
で
あ
る
「
ヘ

ル
ニ
ア
門
」、
逸
脱
臓
器
で
あ
る
「
ヘ
ル

ニ
ア
内
容
」、
そ
れ
を
袋
の
よ
う
に
覆
う

体
腔
被
膜
か
ら
な
る
「
ヘ
ル
ニ
ア
嚢の

う

」

の
３
要
素
で
構
成
さ
れ（
下
図
参
照
）、

体
腔
外
で
お
こ
る
外
ヘ
ル
ニ
ア
と
体
腔

内
で
お
こ
る
内
ヘ
ル
ニ
ア
と
に
分
か
れ

ま
す
。
外
ヘ
ル
ニ
ア
に
は
、
鼠そ

径け
い

ヘ
ル

ニ
ア（
脱
腸
）や
大
腿
ヘ
ル
ニ
ア
、
臍さ

い

ヘ

ル
ニ
ア
な
ど
が
あ
り
、内
ヘ
ル
ニ
ア
に
は
、

横
隔
膜
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の
腹
腔
内
ヘ
ル

ニ
ア
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
発
生
原

因
に
よ
っ
て
、
先
天
性
や
後
天
性
、
さ

ら
に
術
後
性
や
外
傷
性
ヘ
ル
ニ
ア
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　

全
ヘ
ル
ニ
ア
中
、
最
も
頻
度
の
高
い

の
が
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
で
、
股ま

た（
腿も

も

）の
付

け
根
の
少
し
く
ぼ
ん
だ
線
よ
り
上
に
あ

る
三
角
状
の
鼠
径
部
に
出
る
ヘ
ル
ニ
ア

で
す
。
ヘ
ル
ニ
ア
門
の
違
い
か
ら
内
と

外
に
区
別
さ
れ
、
ど
ち
ら
に
も
、
鼠
径

部
に
ヘ
ル
ニ
ア
嚢
が
存
在
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
児
と
成
人
の
鼠
径
ヘ
ル
ニ

ア
は
発
生
要
因
が
異
な
り
、
小
児
の
場

合
は
、
精
巣
や
卵
巣
導
帯
が
胎
生
期
に

下
降
し
て
で
き
る
腹
膜
鞘

し
ょ
う

状
じ
ょ
う

突
起
の

開
存
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

成
人
の
場
合
は
、
神
経
障
害
や
持
続
的

な
腹
圧
上
昇
に
よ
り
、
腹
壁
が
ゆ
る
ん

で
発
生
し
、
治
療
に
は
手
術
が
必
要
で

す
。そ
の
成
因
の
違
い
か
ら
、小
児
で
は
、

ヘ
ル
ニ
ア
嚢
の
処
理
の
み
行
い
ま
す
が
、

成
人
で
は
鼠
径
管
後
壁
の
補
強
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

症
状
は
、
鼠
径
部
に
膨
ら
み
が
現
れ
、

時
に
鈍
痛
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

男
性
で
は
、
巨
大
な
も
の
は
陰
嚢
内
に

下
降
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ヘ
ル
ニ

ア
内
容
の
臓
器
を
正
常
な
位
置
に
戻
せ

る
場
合
は
還
納
性
で
あ
る
と
い
い
、
還

納
で
き
な
い
も
の
を
嵌か

ん

頓と
ん

ヘ
ル
ニ
ア
と

い
い
ま
す
。
嵌
頓
ヘ
ル
ニ
ア
で
ヘ
ル
ニ

ア
内
容
に
血
行
障
害
を
生
じ
た
場
合
は
、

腸
の
え
死
や
腸
内
容
の
通
過
障
害
に
よ

る
シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
発
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
危
険
性
が
増
し
、
救
急
外
科
処

置
が
必
要
で
す
。
鼠
径
部
周
囲
に
膨
ら

み
が
あ
り
、
ヘ
ル
ニ
ア
を
疑
わ
れ
た
場

合
は
、
放
置
を
せ
ず
、
外
科
を
受
診
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ヘルニア嚢

ヘルニア門

体腔被膜

ヘルニア内容

腸

筋肉、筋膜

ヘルニアの発症図



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

屋外芸術の探訪　vol.９
美術作品紹介

　この作品は、総合公園の成人の森に設置され、立方
体の石が積み重ねられてできています。見る方向によ
り「人」または「入」という漢字の形を読み取れます。
　かつて旧渋川市の成人式が行われたこの場所に、作
者が「人これより入り、豊かな人生を築く、みどりの
里とならんことを」と願いを込めて設置したこの作品
は、皆さんが通るのを待っています。
　作者は、広島県生まれの彫刻家。石を素材としたモ
ニュメントを数多く制作しています。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　夢と楽しさいっぱいの、渋川スカイランドパークの人気ア
トラクション「サンババルーン」に乗り、元気に遊ぶ今年主役のトラくん。
2010年が皆さんにとって楽しく、元気で、希望に満ちあふれた素晴らし
い年になりますようお祈りいたします。

うぶごえ（11月生まれ)
男の子　21人
女の子　25人

広報しぶかわ 〒377-8501　群馬県渋川市石原80

平成22年１月１日発行　通巻93号　TEL 22-2111　FAX 24-6541
市ホームページアドレス　http://www.city.shibukawa.gunma.jp/
印刷／朝日印刷工業株式会社

「人入」（ひとはいる）
作者：空　充秋(そらみつあき)

素材：白御影石　高さ：450㎝

【幸福を招く新春の輝き】
撮影場所：北橘町八崎地内
撮影日：平成21年１月23日
撮影者：広報情報課員


